
（別紙３）

～ Ｒ7年　6月　30日

（対象者数） 43 （回答者数）
27

～ R8年　1月　31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

「自然」という良質な資源を最大限に活かしていくため
の取り組みを引き続き行っていく。

収穫した野菜を使った料理のさらなる充実を図る。

生きること、食することの大切さを伝えていく。

2

個々の特性に合わせながら、また、本人の意向を確認し
ながら、様々な体験をし、本人の自信や向上心につなが
るよう支援を行っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

親子で楽しみながら活動出来る収穫作業やクッキング
など、親子で参加できる活動や保護者同士が関われる
交流の場を計画していく

2

お便り・HP等で周知していく

3

非常時の対応や安全確保についての保護者への説明
が不足している

職員間での共有は出来ているが、利用者家族へのお知
らせが不十分

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流の場が少ない 保護者同士が話せる場が少ない

○従業者評価実施期間
R8年　1月　19日

○従業者評価有効回答数

カブトムシラボにおける生き物の育成と研究活動 カブトムシやクワガタを楽しく育成・研究することで、知識
を広げると共に状況に応じた行動が出来るように促して
いく。

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　2月　19日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

星空ガーデン・青空ガーデンでの農育活動 同法人内の「ゆうゆう牧場ホーシーセンター」で使用し
ている馬の馬糞を肥料とした自社農園において、野菜の
種を植え育て、収穫し食するといった一連の取組みを行
うことで生きる力を身に着けている。

○事業所名 くじらのしっぽ

○保護者評価実施期間
Ｒ7年　6月　13日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


